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新
名
神
開
通
後
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

兵
庫
県
阪
神
北
県
民
局
宝
塚
土

木
事
務
所
よ
り
左
記
要
望
に
つ
い

て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

【
要
望
の
主
旨
】

平
成
30
年
３
月
に
新
名
神
高
速

道
路
が
全
面
開
通
し
ま
し
た
。
開

通
に
伴
い
川
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
よ
り
京
都
方
面
並
び
に
神
戸
方

面
へ
の
利
用
が
便
利
に
な
り
、
時

間
短
縮
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
通

前
に
比
べ
、
県
道
12
号
線
（
川
西

～
篠
山
線
）
の
交
通
量
が
増
え
て

い
ま
す
。
（
開
通
前
と
比
べ
約
６

％
増
）

安
全
・
環
境
面
等
、
地
域
に
と
っ

て
は
新
た
な
課
題
が
出
現
し
て
い

ま
す
。
県
道
12
号
線
沿
い
の
歩
道

は
、
子
ど
も
達
の
通
学
路
と
な
っ

て
お
り
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

安
全
面
に
危
惧
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
～
３
年
後
に
は
、
清

和
台
近
辺
に
物
流
セ
ン
タ
ー
が
竣

工
予
定
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
見
込

み
で
は
、
１
、
５
０
０
台
／
日
～

２
、
０
０
０
台
／
日
の
ト
ラ
ッ
ク

等
が
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

県
民
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
県
民
局
の
回
答
】

①
交
通
量
調
査
日

平
成
30
年
4
月
17
日
（
終
日
）

②
調
査
地
点

清
和
台
大
橋
西
詰

③
川
西
篠
山
線
の
４
車
線
区
間
の

設
計
基
準
交
通
量
は
、
２
８
、
８

０
０
台
／
日
で
あ
り
、
現
在
は
２

５
、
０
０
０
台
／
日
で
、
そ
の
交

通
量
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
直

ち
に
安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
の
回
答

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
地

域
の
安
全
対

策
を
検
討
し

て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
を
行
い
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
文
字
が
災
害
の
「
災
」

に
選
ば
れ
た
よ
う
に
、
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
を
は
じ

め
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、
清
和
台
住
民
の
皆
様

に
も
災
害
に
対
す
る
危
機
感
を
持
た
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

今
年
は
明
る
い
年
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
自
治

会
活
動
に
は
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
の
中
で
「
高
齢
に
な
り
自

治
会
活
動
に
参
加
し
た
い
け
ど
で
き
な
く
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
自
治
会
離
れ
と

と
も
に
、
若
い
人
た
ち
の
自
治
会
加
入
促
進
を
図
る
こ

と
が
地
域
の
今
後
を
考
え
る
課
題
の
一
つ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
「
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
」
「
自
治
会
員
比
率

向
上
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
自
治
会
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

会
長

波
多
野

祐
輔

第
33
回

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

詳
細
は
２
８
３
号
挟
込
み
済



役
員
会
だ
よ
り
（
４
０
７
号
）

開
催
12
月
16
日

[

議
題
報
告
事
項]

・
市
長
訪
問

ベ
ル
コ
問
題
に
つ
い
て
協
力
要
請

・
ベ
ル
コ
説
明
会

（
3
面
参
照
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
の
問
題
点

①
空
き
家
対
策

植
木
の
隣
家
へ
の
問
題

市
へ
要
請
済
み

②
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

清
掃
範
囲
の
明
確
化
、
高
齢
化

で
参
加
者
減
少

③
県
道
歩
道
の
整
備

・
と
ん
ど
祭
り
、
防
災
訓
練

・
３
自
治
会
で
の
共
同
提
案

高
齢
者
免
許
更
新
に
つ
い
て
の
陳

情
書
を
市
議
会
に
提
出
を
検
討
中

・
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
運
動

現
在
参
加
者
32
名
、

・
回
覧
を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
中

・
資
源
回
収
で
出
て
い
る
缶
類
の
プ

ル
タ
ブ
の
回
収
策
を
検
討

・
南
小
で
２
月
12
日
給
食
の
試
食
会

・
コ
ミ
バ
ス
の
代
わ
り
に
タ
ク
シ
ー

運
用
で
２
月
に
試
験
運
行
予
定

[

各
部
報
告]

（
総
務
部)

・
部
長
会
、
役
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
準
備
、
設
営
、
片
付
け
、
議

事
録
作
成

(

広
報
部)

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
８
３
号
発
行

・
掲
示
板
管
理

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

(

環
境
部
）

１

公
園
管
理

・
各
公
園
ベ
ン
チ
の
点
検

・
各
公
園
で
タ
バ
コ
の
吸
殻

徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

・
ゴ
ミ
箱
の
ゴ
ミ

東
池
、
中
央
は

多
い
。

２

資
源
回
収
事
業

・
11
月
回
収
実
績
５
２
・
２
４
ト
ン

（
前
年
同
期
比

９
２
・
７
％
）

・
資
源
回
収
奨
励
金
（
５
～
８
月
）

６
０
９
、
９
０
０
円

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
11
月
度
慶
弔
関
係

結
婚
５
件
、
新
生
児
誕
生
４
件
、

お
悔
み
６
件

・
文
化
祭

受
付
、
献
血
手
伝
い

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
受
付

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
準
備

(

文
教
部)

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
横
断
幕
・
幟
の

点
検

・
人
形
劇
準
備

（
既
報
）

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
Ｈ
Ｐ
へ
ア
ッ
プ

・
落
語
会
（
３
月
３
日
）
準
備

(

体
育
部)

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

11
月
11
日

参
加
者

82
名

・
大
人
の
体
力
測
定

11
月
17
日

参
加
者

50
名

・
第
34
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

（
既
報
）

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
関
係

９
号
基
の
モ
ニ
タ
ー
10
号
基
の
も

の
に
取
替
え

４
、
10
号
基
の
更
新

完
了

・
交
番
だ
よ
り

交
通
事
故
（
人
身
事
故
）

東
２
‐
３

市
道

車
×
歩
行
者

・
刑
法
犯

自
動
車
盗
難
１
件
、
自

転
車
盗
難
１
件
、
万
引
き
１
件
、

迷
惑
防
止
条
例
１
件
、
器
物
破
損

１
件
、
住
居
侵
入
１
件

・
そ
の
他

東
２
丁
目
、
３
丁
目
交
差
点
街
路

灯
不
灯

市
に
報
告
済

（
会
館
運
営
部
）

・
第
３
自

ホ
ー
ル
１
で
鍵
か
け
忘
れ

電
力
メ
ー
タ
ー
修
理

12
月
13
日

完
了

・
第
４
自

ホ
ー
ル
扉
塗
装

完
了

・
消
防
点
検

12
月
４
日
完
了

道
路
の
不
具
合
修
理
工
事

昨
年
５
月
に
市
道
路
整
備
課
と
清

和
台
周
回
道
路
修
理
箇
所
の
調
査
を

行
い
、
左
記
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

Ⓐ
早
急
に
要
修
理

歩
道
42
件

車
道
14
件

Ⓑ
要
修
理

歩
道
14
件

Ⓒ
将
来
は
要
修
理

歩
道
５
件

台
風
災
害
対
策
で
遅
れ
て
い
ま
し

た
が
、
年
明
け
早
々
に
は
Ⓐ
に
つ
い

て
修
復
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

せいわだいにゅ～す 平成３１年１月１３日（２）



ベ
ル
コ
説
明
会
報
告

12
月
１
日
旧
と
り
で
ん
跡
の
葬
祭

会
館
建
設
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

最
初
に
ベ
ル
コ
よ
り
建
設
主
旨
が

説
明
さ
れ
、
住
民
と
の
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

住
民
の
意
見
は
「
葬
祭
会
館
建
設

の
中
止
、
撤
回
」
な
ど
が
大
多
数
で

し
た
。

ベ
ル
コ
は
こ
の
結
果
を
持
ち
帰
っ

て
役
員
会
に
報
告
し
、
そ
の
結
果
を

す
み
や
か
に
連
絡
す
る
と
の
約
束
を

さ
れ
て
、
説
明
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
12
月
14
日
に
ベ
ル
コ
か

ら
「
役
員
会
で
再
検
討
し
た
が
、
役

員
会
は
計
画
通
り
葬
祭
会
館
を
建
設

す
る
」
と
の
結
論
で
あ
る
と
、
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
再
度
住
民
と
の
説
明

会
を
開
催
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
り
、
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。日

時

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

14
時
～

場
所

第
３
自
治
会
館

人
形
劇
報
告

文
教
部

12
月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
人
形

劇
公
演
に
は
約
70
名
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。

今
年
も
劇
団
「
座
・
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」

を
迎
え
『
は
ら
ぺ
こ
プ
ン
タ
』
と
い

う
初
め
て
の
演
目
の
上
演
で
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
に
も
わ
か
り
易
い

内
容
で
し
た
。
通
常
は
30
分
の
物
語

で
す
が
、
40
分
を
超
え
る
ロ
ン
グ
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
の
熱
演
で
、
大
人
に
も
好

評
で
し
た
。

終
演
後
は
川
西
市
の
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
き
ん
た
く
ん
が
登
場
し
、
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
を
皆
ん
な
で
し
ま
し
た
。

勝
ち
残
っ
た
子
ど
も
に
は
き
ん
た
く

ん
か
ら
ミ
ニ
タ
オ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

ま
た
全
員
に

お
菓
子
袋
が

配
ら
れ
た
あ

と
は
き
ん
た

く
ん
と
記
念

撮
影
で
ま
た

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

桜
剪
定
説
明
会

環
境
部

12
月
１
日
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
10
名
と
少
な
か
っ
た
が
、
県
土

木
事
務
所
か
ら
桜
剪
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
50
年
近
く
沿
道
で
育
っ

た
桜
は
老
木
に
な
り
、
栄
養
を
効
率

よ
く
吸
い
上
げ
て
い
な
い
の
で
、
不

要
枝
を
派
生
し
て
い
る
根
元
か
ら
切

り
落
と
し
、
新
し
い
枝
を
発
生
さ
せ

て
老
い
て
き
た
樹
勢
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
た
め
の
強
剪
定
で
す
。

業
者
も
出
席
、
終
始
活
発
な
質
疑

応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

年
明
け
早
々
桜
の
強
剪
定
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
歩
道

の
不
具
合
個
所
の
修
理
も
行
い
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
報
告

福
祉
・
保
健
部

２
、
４
９
５
件

８
０
７
、
２
２
９
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（３） せいわだいにゅ～す 平成３１年１月１３日

マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
！

オ
ア
シ
ス
の
カ
ー
ト
放
置
が
ち
ょ

く
ち
ょ
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

12
月
16
日
に
も
近

所
に
放
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
そ
の
写

真
を
送
り
ま
す
。

西
２
の
住
民
よ
り

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

先
月
号
の
「
清
和
台
ジ
ジ
ー
ズ
部

員
募
集
」
の
記
事
に
連
絡
先
電
話
番

号
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

０
９
０
‐
８
６
０
５
‐
７
１
７
３

富
田

幸（Co）‐ウオーキング 安全部
これからの予定（1・2月）

約１時間歩きます 雨天中止
※「健幸マイレージ」対象行事です

開催日 区域 集合 時刻

20日(日）東１～３ 上大畑 ・午後 4時

26日(土) 東4・5 雨堤公園・午後 3時

27日(日) 西3～5 西駒谷 ・午前10時
2日(土) 西1～2 東池公園・午前10時
9日(土) 住宅団地 ヒゼンコ・午後 3時



班
長
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た総

務
部

平
成
30
年
度
上
半
期
の
班
長
を
務

め
ら
れ
た
２
２
８
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
て
、
１
６
８
名
の
方

に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
回
答
率
73
・
7
％
）

班
長
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
質
問
】

班
長
を
務
め
て
い
た
だ
く
の
は
何

度
目
で
す
か
？

①
初
め
て

14
名

②
２
度
目

27
名

③
３
度
目

38
名

④
４
度
目

30
名

⑤
５
度
以
上

56
名

【
質
問
】

班
長
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
平
均
し
て
月
何
回
で
す
か
？

①
１
回

60
名

②
２
回

60
名

③
３
回

16
名

④
４
回

6
名

⑤
５
回
以
上

7
名

【
質
問
】

１
回
当
た
り
の
活
動
時
間
は
平
均

し
て
何
時
間
位
で
す
か
？

①
15
分

49
名

②
30
分

83
名

③
45
分

16
名

④
60
分

17
名

⑤
90
分

２
名

⑥
２
時
間

１
名

平
均

０
・
５
時
間

活
動
回
数
の
平
均
は
１
・
９
回
と

前
年
よ
り
０
・
４
回
増
加
し
、
活
動

時
間
の
平
均
が
０
・
４
時
間
減
少
し

て
、
月
間
平
均
活
動
時
間
は
約
１
・

０
時
間
と
な
り
、
昨
年
よ
り
０
・
４

時
間
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】

班
長
の
仕
事
は
大
変
で
し
た
か
？

①
全
く
そ
う
思
わ
な
い

７
％

②
そ
う
思
わ
な
い

26
％

③
普
通

53
％

④
そ
う
思
う

13
％

⑤
非
常
に
そ
う
思
う

1
％

【
質
問
】

班
長
の
仕
事
で
大
変
と
感
じ
ら
れ

た
事
が
あ
り
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）

①
自
治
会
費
の
徴
収

57
名

②
募
集
・
募
金

85
名

③
会
員
の
慶
弔
の
連
絡

14
名

④
入
退
会
の
連
絡

８
名

⑤
そ
の
他

18
名

大
変
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
の
具
体

的
内
容
は
、

①
留
守
宅
へ
の
対
応

52
名

②
回
覧
板
の
対
応

14
名

③
募
金
な
ど

36
名

④
体
力
的
に
つ
ら
い

５
名

⑤
そ
の
他

２
名

従
来
と
同
様
に
留
守
宅
問
題
を
上
げ

ら
れ
る
方
が
52
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
連
絡
メ
モ
を
班

長
さ
ん
に
配
布
し
、
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
班
長
さ
ん

で
こ
の
メ
モ
を
お
持
ち
で
無
い
方
は
、

事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】

高
齢
者
な
ど
の
班
長
、
理
事
免
除

規
定
が
あ
り
ま
す
が
こ
の
こ
と
で
お

聞
き
し
ま
す

①
知
ら
な
か
っ
た

48
名

②
知
っ
て
い
る

63
名

③
班
で
は
適
用
し
な
い

8
名

④
班
で
適
用

16
名

⑤
適
用
し
た
い
人
が
い
る
4
名

ま
だ
周
知
不
足
だ
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
、
貴
重
な
ご
意
見
も
あ
り
、

今
後
の
自
治
会
活
動
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
ご
意
見

・
退
会
す
る
方
、
入
会
を
あ
っ
さ
り

断
る
方
が
多
い
。
特
に
若
い
方
は
自

治
会
に
入
っ
て
何
の
た
め
に
も
な
ら

な
い
と
い
う
意
見
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。

・
自
治
会
館
な
ど
利
用
の
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
又

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と

思
え

な
い
方
が
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い

こ
と
に
不
快
を
感
じ
る
。

・
最
近
は
若
い
方
が
自
治
会
に
入
ら

な
い
等
、
大
変
で
す
が
、
今
ま
で
の

よ
う
に
い
ろ
ん
な
活
動
が
で
き
る
と

い
い
な
と
思
う
。

・
仕
事
で
地
域
交
流
が
全
く
取
れ
て

お
ら
ず
地
域
の
事
も
理
解
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。

・
自
宅
前
が
ゴ
ミ
置
き
場
で
、
水
曜

の
ゴ
ミ
出
し
が
と
て
も
悪
く
分
別
で

き
て
お
ら
ず
、
毎
週
残
っ
て
い
て
迷

惑
。
カ
ラ
ス
も
来
る
。

・
恒
常
的
に
路
上
駐
車
し
て
い
る
お

宅
が
見
う
け
ら
れ
る
。
対
応
し
て
ほ

し
い
。

せいわだいにゅ～す 平成３１年１月１３日（４）



数量

320 BCL-320PGBK 1

321 BCL-321C 1

321 BCL-321Y 1

321 BCL-321M 2

321 BCL-321BK 2

325 BCL-C325B 1

326 BCL-326GY 3

326 BCL-326BK 3

351 BCL-351BK 1

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
つ
ど
い

日

時

２
月
５
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
00
分

場

所

第
２
自
治
会
館

内

容

・
認
知
症
当
事
者
が
語
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
を
し
て
一

緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

・
情
報
交
換

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
お
持
ち
の
方
）
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
）

主

催

清
和
台
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

７
９
９
‐
６
８
０
０

イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

機
種
は
す
べ
て
キ
ャ
ノ
ン
で
す
。

必
要
な
方
は
、

第
２
自
治
会
館
事
務
局
ま
で

（５） せいわだいにゅ～す 平成３１年１月１３日

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

廣
瀬

忠

西
１

中
島

華
子

西
１

渡
邉

令
子

西
１

川
崎

利
武

西
３

掲示板

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

日

時

１
月
27
日
（
日
）

11
時
30
分
～
14
時

バ
ザ
ー
寄
付
品
受
付

１
月
24
日
（
木
）
～
26
日
（
土
）

（
40
cm
以
上
の
物
は
、
市
の
処
分

費
用
が
必
要
で
す
）

場

所

清
和
台
公
民
館

問
合
せ

ふ
く
ろ
う
の
会

井
野

７
９
８
ー
１
５
０
９

20
時
30
分
以
降

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

２
月
６
日
（
水
）

11
時
～
15
時
30
分

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時
～

・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

「
お
腹
か
ら
声
を
出
し
て

体
が
ポ
カ
ポ
カ
」

音
楽
療
法
士

中
西

幸
氏

・
折
り
紙

手
芸

ネ
イ
ル
体
験

映

画

13
時
～

『
エ
ル
・
ド
ラ
ド
』

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン

ロ
バ
ー
ト
・
ミ
ッ
チ
ャ
ム

（
飲
み
物
は
用
意
し
て
い
ま
す

昼
食
は
各
自
ご
用
意
下
さ
い
）

※
昼
休
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
窓
口
、
介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す

福
祉
も
ち
つ
き
大
会
を
終
え
て

12
月
３
日
、
中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ

ン
ド
に
て
開
催
。

お
も
ち
の
配
布
に
は
長
い
行
列
が

で
き
、
約
５
０
０
名
の
皆
さ
ん
に
つ

き
た
て
を
配
り
ま
し
た
。

赤
飯
は
民
生
委
員
よ
り
、
お
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由

な
方
々
に
配
布
し
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
体
験
で
は
、
小
さ
な
子

ど
も
達
の
姿
を
写
真
に
撮
る
ご
家
族

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
会
場
に
設
置
し
た
「
歳
末
助

け
合
い
募
金
箱
」
に
は
多
く
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
に

持
参
し
ま
し
た
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り



 1月22日（火） 金星と木星が大接近

 1月31日（木） 月と木星が接近

 ２月19日（火） 金星と土星が大接近

 ７月17日（水） 部分月食

 ８月13日（火） ペルセウス流星群が極大

11月24日(日） 金星と木星が今年２度目の接近

12月26日（木） 部分日食

せいわだいにゅ～す 平成３１年１月１３日（６）

六

赤
松
小
学
校

ア
メ
リ
カ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

私
の
ふ
る
さ
と
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
東
部
に
位
置
し
、
大
西
洋
に
面
し

て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
あ

る
。
「
ニ
ュ
ー
」
が
つ
い
て
い
る
が
、

最
初
の
13
州
の

一
つ
で
あ
り
、

比
較
的
歴
史
の

あ
る
と
こ
ろ
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
を
し
て

い
た
父
が
運
送

会
社
の
管
理
職

に
就
い
て
か
ら

は
、
東
部
を
毎

週
末
に
新
し
い

ル
ー
ト
の
確
認

な
ど
の
た
め
に

ド
ラ
イ
ブ
し
た
。

一
緒
に
乗
っ
て

い
た
私
は
、
数
多
く
の
史
跡
を
回
っ

て
国
の
歴
史
、
特
に
植
民
地
時
代
、

独
立
戦
争
、
南
北
戦
争
な
ど
に
関
心

を
持
ち
始
め
た
。

そ
の
関
心
は
ど
ん
ど
ん
国
際
政
治

史
に
ま
で
拡
大
し
、
大
学
で
国
際
関

係
論
を
学
び
卒
業
後
、
日
本
に
来
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
28
年
前
の

Ｈ
２
年
７
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

実
は
、
50
年
の
人
生
の
半
分
以
上

は
、
日
本
で
過
ご
し
た
た
め
、
関
西

は
完
全
に
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ

た
。
来
日
し
て
か
ら
の
28
年
間
の
う

ち
、
関
西
は
最
も
長
く
、
20
年
間
に

も
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
、
Ｈ
16
～
17

年
は
ハ
ワ
イ
で
の
在
外
研
修
、
Ｈ
21

～
28
年
ま
で
転
職
し
沖
縄
に
引
っ
越

し
た
。
（
詳
細
、
拙
著

『
オ
キ
ナ
ワ
論
』
新
潮

新
書
、
２
０
１
６
年
ご

参
照
）
。

関
西
、
特
に
兵
庫
県

は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

と
似
て
い
る
。
海
、
山
、

農
業
、
産
業
の
全
て
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
で
も

一
番
似
て
い
る
の
は
、

そ
の
人
々
。
優
し
い
、

親
切
、
面
白
い
、
正
直
。

今
は
全
国
に
出
張
で

飛
び
回
っ
て
い
る
が
、

「
ど
こ
か
ら
来
た
か
」
を
聞
か
れ
る

と
、
「
関
西
」
や
「
兵
庫
県
」
あ
る

い
は
「
川
西
市
の
清
和
台
」
と
答
え

て
い
る
。
大
好
き
な
関
西
、
大
好
き

な
兵
庫
県
、
大
好
き
な
清
和
台
だ
か

ら
。

東
１

ロ
バ
ー
ト
・

Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ

私

の

故

郷

２
０
１
９
年
の
日
食
、
月
食
、
流

星
群
や
惑
星
の
大
接
近
な
ど
の
主
な

天
文
現
象
を
紹
介
し
、
月
々
の
「
せ

い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
で
そ
の
詳
細

を
出
来
る
限
り
解
説
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

残
念
な
が
ら
今
年
の
三
大
流
星
群

（
し
ぶ
ん
ぎ
座
流
星
群
、
ペ
ル
セ
ウ

ス
流
星
群
、
ふ
た
ご
座
流
星
群
）
の

内
、
し
ぶ
ん
ぎ
座
流
星
群
は
1
月
４

日
で
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
残
り

二
つ
は
月
明
り
や
ピ
ー
ク
の
時
間
帯

の
関
係
で
好
条
件
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

金
星
と
木
星
が
大
接
近

1
月
22
日
（
火
）

朝
の
５
時
頃
、
南
東
の
空
低
い
位

置
（
仰
角
15
度
）
に
明
け
の
明
星
の

金
星
が
ひ
と
き
わ
明
る
く
輝
き
そ
の

右
下
に
木
星
が
み
ら
れ
ま
す
。
二
つ

の
惑
星
の
右
に
は
赤
い
さ
そ
り
座
の

ア
ン
タ
レ
ス
も
見
え
ま
す
。

月
と
木
星
が
大
接
近

1
月
31
日
（
木
）

朝
の
５
時
頃
、
南
東
の
空
低
い
位

置
に
1
月
22
日
に
接
近
し
て
見
ら
れ

た
金
星
と
木
星
が
少
し
離
れ
て
見
ら

れ
、
木
星
の
上
に
月
齢
24
・
８
の
少

し
太
っ
た
三
日
月
が
み
ら
れ
ま
す
。

西
２

瀬
尾

２
０
１
９
年
の
天
文
イ
ベ
ン
ト


